


5mg/kg 体重/日
慢性毒性試験により求められた
毒性の影響が認められなかった量

無毒性量×

（安全係数）

食品安全委員会について 食品のリスク分析について

平成15年７月１日に、国民の健康の保護を最優先
とする食品安全行政の確立をめざした
食品安全基本法が施行されました。
これに伴い、我が国でもリスク
分析手法の導入が図られ、
食を介して人の健康に与える
影響について科学的に客観的
かつ中立公正な立場で評価
する機関として、内閣府に
食品安全委員会が設置されました。

近年、食をめぐる状況の変化を背景に、食の安全には
「絶対」（いわゆる「ゼロリスク」）は無く、

リスクの存在を前提にこれを評価し、
制御することが国際的に認識される
ようになってきました。
食品の「リスク分析手法」とは、
食品を摂取することによる健康
への悪影響の発生を防止または

抑制するための科学的手法のことで、
「リスク評価」、「リスク管理」、「リスク

コミュニケーション」から構成されています。

【用語の解説】

食品に含まれる可能性のある有害な微生物、化学
物質などが人の健康に及ぼす影響を、科学的な目で
評価します。
また、必要がある場合には、関係機関に勧告など

を行います。

消費者・事業者など幅広い関係者との間で、関係
行政機関と連携しながら、情報や意見の交換を図り
ます。

重大な食品事故などの緊急時において、事態を早
急に把握した上で、関係各省への迅速な対応の要請
や国民に理解しやすい情報の提供を行います。

リスクコミュニケーションの実施

リスク評価（食品健康影響評価）

リスク評価 (科学ベース)

緊急の事態への対応

食品安全委員会は、毎週１回開催することを例
としており、原則公開とし透明性の確保に努めて
います。
また、議事録もホームページ上で公開されます。

食品安全委員会の役割

食品安全委員会の公開について

食品安全委員会

リスク管理 (政策ベース ) 

厚生労働省、農林水産省等

食品を摂取することにより人の健康に及ぼ
す影響について科学的に評価すること
例：農薬の安全性評価

一日摂取許容量（AD I ）
（ ○○mg/kg 体重/日 ）の設定等

リスク評価結果に基づき、国民の食生活
の状況等を考慮し、基準の設定や規制の実
施等の行政的対応を行うこと
（緊急暫定的な対応を含む）
例：農薬の残留基準の設定として

米の中の残留基準
○○mg/kg 体重/日 以下に設定等

リスクコミュニケーション
リスクに関する情報及び意見の交換
例：意見交換会の開催、国民の皆様
からのご意見・情報の募集
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一日摂取許容量（ＡＤＩ）
ある物質について、人が生涯にわ

たり毎日摂取し続けたとしても、健

康上の問題が生じない体重1kgあた

りの物質量です。

一日摂取許容量（AD I：Acceptable 

Daily Intake）は、食品添加物、農

薬等の安全性を示す値として用いら

れています。

一日摂取許容量の設定の仕方

評価の対象となる物質に関するさ
まざまな動物試験の成績を評価し、
各々の試験について毒性の影響が認
められなかった量を求めます。
各試験ごとに求めた毒性が認めら
れなかった量のうち、最も小さい量
を、その物質の無毒性量とします。
人と動物の違い（種差）や人の個
体差（年齢など）を勘案し、通常は、
無毒性量の１／１００の値を一日摂
取許容量として設定します。

50mg/kg 体重/日
急性毒性試験により求められた
毒性の影響が認められなかった量

0.05mg/kg 体重/日一日摂取許容量（ADI）

10mg/kg 体重/日
亜急性毒性試験により求められた
毒性の影響が認められなかった量

100

1
〔 〕この物質の

無毒性量




